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「
あ
し
ゃ
、

い
ん
で
う
ち
の
ま
わ
り
を
せ
ん
と
い
か
ん
。
（
私
は
家
に

帰
っ
て
夕
食
の
支
度
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
）
」

「
そ
う
か
ん
。
（
そ
う
で
す
か
。
こ

「
仕
事
を
し
う
て
、
（
仕
事
を
し
っ
放
し
に
し
て
。
こ

こ
れ
は
、
「
土
佐
弁
を
生
の
言
葉
で
永
久
保
存
」
と
い
う
見
出
し
で

各
地
方
言
収
集
緊
急
調
査
を
紹
介
し
た
高
知
新
開
（
五
二
。
八
。
四
）
に

掲
載
さ
れ
た
室
戸
市
室
津
地
区
の
老
人
た
ち
の
方
言
に
よ
る
会
話
で
あ

る
。
（
括
弧
内
は
共
適
語
に
よ
る
場
合
）

方
言
と
は
、
一
般
に
、
共
通
語
と
対
比
さ
れ
、
特
定
の
地
域
に
し
か

酒
じ
な
い
言
語
で
、
も
っ
ば
ら
話
さ
れ
る
言
語
で
あ
り
、
そ
の
地
方
の

人
々
の
社
会
生
活
・
精
神
生
活
の
歴
史
的
集
積
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

（
な
お
、
方
言
の
意
義
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
最
近
文
化
庁
の
発
行
し
た

「
こ
と
は
、
r

：
リ
ー
ズ

7

『
椋
準
語
と
方
言
』
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

解

各

地

方
＾ ^” .~ 

＾ ロ
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収

集

緊

急

調

査

こ
の
よ
う
に
、
方
言
は
国
語
研
究
上
の
み
な
ら
ず
文
化
史
的
に
も
貴

重
な
資
料
で
あ
る
が
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
う
国
民
生
活
様
式
の

圃
一
化
、
マ
ス
。
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
、
敦
育
の
普
及
等
に
伴
い
、
各
地

方
言
は
急
速
に
消
え
失
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
消
え
行
く
地
方
独
特

の
味
わ
い
」
、
ま
た
「
方
言
に
感
じ
ら
れ
る
温
か
さ
と
や
さ
し
さ
」
と

い
っ
た
随
筆
や
新
聞
投
書
等
が
目
に
つ
く
の
は
、
失
わ
れ
行
く
方
言
を

自
然
の
姿
で
保
存
し
た
い
と
の
切
な
る
願
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
処
す
べ
く
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
方
言
を
緊
急
に
調
査
し
、

記
録
・
保
存
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
年
次
計
両
的
に
各
都

道
府
県
に
捕
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
度
は
、
ま
ず
、
八
府
県
（
宮
城
県
。
秋
田
県
・
千
葉
県
・

石
川
県
。
大
阪
府
・
広
島
県
。
高
知
累
。
鹿
児
島
県
）
を
選
ん
で
事
業
を
始

め
た
。

文
化
庁
文
化
部
国
語
課
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略
を
示
す
。

一
調
査
地
点

調
査
讐
品
は
約
五
地

点
、
そ
の
選
定
は
、
文

化
庁
及
び
地
元
方
言
研

究
者
の
意
見
を
頸
い

て
、
各
都
道
府
県
教
育

委
員
会
か
決
定
す
る
。

二

詞

査

方

法

各
都
道
府
県
は
、
主

任
祠
査
員
一
一
名
と
詞
査

員
苦
千
名
を
言
語
学
（
方
言
）
、
国
語
学
（
方
言
．
）
の
専
門
家
か
ら
選
出

し
、
更
に
専
門
象
及
び
学
凰
経
験
者
を
交
え
て
、
関
査
地
点
や
具
体
的

な
調
査
方
法
に
つ
い
て
詞
討
し
、

9

そ
の
結
果
を
基
に
詞
査
を
進
め
る
。

な
お
、
方
言
区
画
上
f

い
く
つ
か
の
区
域
に
分
か
れ
る
県
に
お
い
て

は
、
県
下
の
方
言
の
状
況
が
観
蜆
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

か
ら
収
録
地
点
を
公
平
に
近
び
、
特
に
離
島
な
ど
、
特
色
の
認
め
ら
れ

る
方
言
は
可
能
な
限
り
収
録
す
る
C

]
二
調
蒼
内
容

次
の
詞
査
区
分
に
よ
り
、
方
言
の
録
音
緑
集
を
行
い
、

宮城県での方言詞査の模様

文
字
化
（
糠

次
に
こ
の
調
査
の
概

せる。）

準
語
訳
、
注
釈
付
ぎ
）
す
る
。

採
集
録
音
の
員
は
、
一
地
点
一
年
度
当
た
り
十
時
間
租
度
と
し
、
そ

の
内
有
効
適
切
な
録
音
部
分
三
時
間
桓
度
を
記
録
と
し
て
残
す
。

〇
老
年
層
話
者
に
よ
る
会
話

0
老
年
層
と
苦
年
眉
と
の
会
話

0
日
口
」
の
者
と
目
下
の
者
と
の
会
話

0
場
面
設
定
の
会
話
（
自
然
会
話
で
は
得
に
く
い
各
穏
の
表
現
を
得
る
こ

と
を
巨
的
と
し
て
特
定
場
面
を
設
定
し
、
話
者
に
「
演
技
的
対
話
」
を
さ

〇
当
該
地
域
に
伝
わ
る
民
話

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
自
然
な
方
言
会
話
を
良
い
録
音
で
収
録
し
、
こ

れ
を
後
世
に
残
す
の
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
使
用
す
る

録
音
槙
の
性
能
や
マ
イ
ク
の
取
扱
い
な
ど
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
C

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
録
音
テ
ー
プ
及
び
そ
の
解
説

文
字
化
璽
珊
は
、
文
化
庁
に
提
出
さ
れ
永
久
保
存
さ
れ
る
。

こ
虹
ら
の
資
料
は
、
後
に
必
ず
や
文
化
的
、
歴
史
的
に
貴
霊
な
も
の

と
し
て
活
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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◇
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
と

は
寺
田
寅
彦
氏
の
言
葉
だ
が
、
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
来
る
の
は
天
災
に
限
ら
な
い
。
社
会

の
根
本
に
か
か
わ
る
問
題
も
、
一
時
的
に
興

奮
し
て
も
、
あ
と
は
報
道
な
ど
で
そ
ん
な
こ
、

と
も
あ
っ
た
か
な
と
思
い
出
す
く
ら
い
で
忘

れ
て
し
ま
う
。
情
報
過
多
の
こ
ん
に
ち
、
や

む
を
得
な
い
と
も
言
え
る
が
、
こ
う
い
う
時

代
だ
か
ら
こ
そ
息
の
長
い
、
根
気
強
い
追
究

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

◇
「
息
の
長
い
」
と
い
え
ば
、
関
伊
玖
麿
氏

の
『
パ
イ
プ
の
け
む
り
』
を
思
い
出
す
。
続

続
々
、
ま
た
…
…
と
現
在
八
冊
目
だ
が
、
第

一
冊
目
か
ら
か
れ
こ
れ
十
年
以
上
に
な
る
だ

ろ
う
。
転
変
激
し
い
出
版
物
の
中
に
あ
っ
て

貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

◇
大
仏
次
郎
氏
の
『
天
皇
の
世
紀
』
も
息
の

長
い
作
品
と
い
え
る
。
維
新
の
動
乱
を
じ
つ

に
精
緻
に
そ
し
て
悠
．
々
と
描
い
て
お
り
、
読

ん
で
い
る
こ
ち
ら
の
方
が
じ
れ
っ
た
く
な
っ

た
り
根
負
け
し
て
し
ま
う
。

◇
本
誌
は
大
正
九
年
に
創
刊
さ
れ
て
以
来
五

十
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
が
、
た
ん
に
時
間

的
な
長
さ
だ
け
で
な
く
、
内
容
に
お
い
て
、

息
の
長
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
る
次
第
で

あ
る
。
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